








令和 7 年度 政治学研究科博士前期課程一般入試（B 日程） 
 

科目名 国際政治 
「解答又は解答例」及び「出題の意図」 

 
5 問から 2 問を選んで、それぞれ論述する形式のため一義的には解答が導き出せないた
め、重要となる要素のみを出題意図として提示する。 
 
（1） 3 つの分析レベル（個人、国家、国際システム）に基づき、過去 10 年程度激化し

てきた米中対立の展開を試行錯誤しながら具体的に説明を試みることができる
かがポイントとなる。 

（2） では、アメリカ、英仏、日本、北欧諸国、中国などの援助政策の特徴と国連、世
界銀行などでの世界的な開発援助規範の展開に伴う変化について具体的に論じ
ることができるかどうかがポイントとなる。 

（3） では、現実主義の各学派（古典的リアリズム、ネオリアリズム、攻撃的リアリズ
ム、防御的リアリズム、新古典的リアリズム）について、それぞれそのエッセン
スと相違を簡潔に説明できるかどうかがポイントとなる。 

（4） では、戦後の国際システム上の大きな流れと変化（冷戦、冷戦の終焉、中国の台
頭など）を踏まえた上で、非武装平和主義・吉田ドクトリンとその変容について、
国際政治学の諸理論に関連付けて説明できるかがポイントとなる。 

（5） では、1973 年に固定相場制から変動相場制に移行してから、繰り返し発生する金
融危機に対応して発展してきた様々な分散的で多層的なガバナンスの取り組み
とその課題について議論できるかがポイントとなる。 

 
以上 

 









B 日程 東アジア
問 1〜問 3 はすべて一義的に解答が導き出せないため、出題の意図のみを掲載する。

＜出題の意図＞
大学院で研究を行うために必要な政治学・国際関係論の基本的な知識について確認し、

それを東アジアの具体的な事例に適応して論じる能力を問うた。問 1 は政治学・国際関係
論の概念・理論に関する理解と事例への適用する能力、問 2 は中国の政治体制研究の基礎
となる学力を確認した。問 3 は、東アジアの内政と国際関係を研究する基礎学力を確認
し、学習した知識をもとに論述する能力を問うた。




